


















Xの視点 ⑨QC活動サークル数 8以上 8以上
⑩平均在院日数 17．5日以下 17日以下
⑪HOT／SAS新規導入患者数15／30 15／30
学習・成長
ﾌ視点 ⑫腎生検／PTA／シャント手術数
12／30／10　　　　　　　　　　　　　　15／30／20
⑬冠動脈造影／PTCA／PMI数70／10／10 80／20／15
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アクションプラン
指　　　標 平成20年度目標値 アクションプラン
①医業収益 21億円
②キャッシュフローマージン 8％
財務の視点
③一般病棟ベッド稼働率 80％
9階病棟有効活用
i亜急性期病床）
Wェネリック薬導入
f療材料の適正化
ﾝ宅施設との協調④血液透析患者数 150名
⑤年間健診患者数 300以上
顧客の視点 ⑥患者満足度 良い以上90％
学会・研究会参加
註f業務の拡大
ﾂ境設備の充実
pC活動の啓蒙
L報活動の充実⑦職員満足度 すべての項目5．5以上
⑧平均在院日数 17．5日以下
内部プロセ
Xの視点 ⑨QC活動サークル数 8以上
在院日数除外患者
?院透析患者引受け
V：1看護の維持
⑩レベル3以上のインシデント数 20以下
⑪HOT／SAS患者数 15／30
学習・成長
ﾌ視点 ⑫腎生検／PTA／シャント手術数 12／30／10
二三連携の強化
緕t会活動への参加
t臓病教室（調理）
t臓通信⑬冠動脈造影／PTCA／PMI数70／10／10
平成20年度の事業計画と運営目標を説明します。
①今年度は、診療報酬の改定があり、当院も大きな病棟編成を行います。まず、2008年7月1日より、障害者
　病棟34床を一般病床に変更すると同時に、7：1看護基準を維持します。また、2008年4月！日より、9階11
　床を亜急性期病床に移行します。かねて懸案であった9階病床の有効利用ができ、平均在院日数の低下（平均
　で17．5日以下）と、ベッド稼働率の上昇を同時に行うことができます。これにより、ベッド稼働率を将来的に
　は80％まで上昇させることができると予想しています。これらの影響を考慮して、2008年度の医業収入は、21
　億程度を見込んでいます。
②血液透析患者も現状維持の150名を想定しています。
③　ドック・健診業務の拡大を行いたいと思っています。地域連携室の充実を図り、300名を目標としたいと思
　います。このために、ホームページ分析を含めた広報活動の充実を考えています。また、ボランティア活動は、
　患者満足度が高く、20名体制で継続予定です。
④　施設環境の整備については、要望のあった売店の移転・新設を行いたいと思っています。
　　また、古くなった医療機器の新規入れ替えを含めて、継続して医療環境の充実を図りたいと考えています。
　特に、10年以上経過している透析装置の入れ替えと、暖房・給湯用のボイラーの新設は、本年度中に行いたい
　と思います。また、最近劣化の激しいシネアン白白装置に関しても、中古品を含めて（新品は高価でコスト・
　ベネフィットが悪いので）、近い将来の交換を考えています。システム開発部を有効利用して、病院IT化と
　仕事の効率化に向けて、ソフト面の充実を積極的に推し進めたいと思っています。
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